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はじめに

平成１９年６月に「教育改革関連３法」の改正が行われ、その中で、教育委員会の責任

体制の明確化や体制の充実に関する規定の整備を図るため、「地方教育行政の組織及び運

営に関する法律」の一部改正により、平成２０年４月から教育委員会は、毎年、その権限

に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告

書を作成し、議会に提出するとともに、公表をしなければならないとされました。

倉吉市教育委員会では、本市における教育の振興のための施策に関する基本的な計画と

して、平成２３年に“くらしよし”ふるさとビジョン（第１１次倉吉市総合計画）と連携

した「倉吉市教育振興基本計画」を策定し、将来的な方向性や今後５年間（平成２３年度

～平成２７年度）に重点的に取り組むべき施策を示すとともに、各年度の「倉吉市の教育

方針と重点施策」と「倉吉市教育行政の点検及び評価」により進行管理をし、着実な計画

の推進に努めてきました。その結果、倉吉市の教育理念「豊かな心を持ち、個性を発揮す

る人づくり」の実現を図るための様々な施策を展開することができました。

そして、今後、一層進む少子高齢化社会に対応する教育行政をするために、「倉吉市教

育振興基本計画」の第二期（平成２８年度～平成３２年度）を策定いたしました。

倉吉市教育委員会としては、特に「豊かな心を持ち、個性を発揮する人づくりの推進」

「魅力ある歴史・文化資源を活用した文化の振興」を政策に掲げ、「生涯学習の推進」「義

務教育の充実」「文化財の保護と活用」「体育・スポーツの振興」などに重点をおきなが

ら、誰もがいつまでも「学び続ける人づくり」を目指し「みんなが生きる喜び」をもてる

ような取り組みを進めていかなければなりません。

そのためには、自ら設定した教育に関する方針や施策の実現を図るために、事業等の取

り組み状況を日々点検・評価を行いながら改善を図り、より充実したものにしていくこと

が必要です。

そこで、市民から信頼される教育行政を目指し、教育委員会や事務局の役割、事業の進

捗状況等について説明責任を果たすため、重点的に取り組んだ１４項目の点検・評価を行

い、その結果を公表し、効果的な教育行政の推進を図るものです。そのほか、教育委員会

の会議の開催などの活動状況を記載し、ここに報告書としてまとめました。

※参照

◎地方教育行政の組織及び運営に関する法律

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により教育長に委任

された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定により事務局職員等に委任された

事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する

報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。
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１ 評価・公表について

(1) 実施時期

点検及び評価は毎年度行うこととされており、当該年度における取り組み状況の点検･評価を

年度内に行う。

(2) 評価の方法

教育委員会全般にわたり適正な教育行政の点検・評価や総合計画に掲げた目標水準の達成状況、

施策の進捗状況との整合性を図りながら評価項目を策定し、評価にあたっては、審議会等に諮り、

自己評価、外部評価を行う。

(3) 議会への報告

報告書を作成し議会に提出しなければならないこととされており、６月市議会に報告を行う。

(4) 一般への公表

課題を共有化しその解決を図るために広く意見を求め、より適正な評価に努めるために評価結

果を市民に公表する。

(5) 各種教育関係機関の評価結果の活用

学校評価、社会教育団体、文化団体、スポーツ団体の評価結果の効果的な活用を行う。

(6) 外部の有識者等の知見の活用

○点検・評価・公表の流れ

教育委員会事務局の組織マネジメント(PDCA)及び業務評価システムの確立

Ｐ計画 → Ｄ実施 → Ｃ検証(中間評価) → Ａ実行 → Ｃ評価(自己・最終)

４月 倉吉市の教育方針と重点施策を基にした各課の基本方針と実施計画を策定する

９月 重点施策の実施計画の進捗状況のチェックを中間評価とする。

２月 重点施策の実施状況を各課で自己評価をする。

３月 各課の担当する審議会等に自己評価結果を提出し、外部評価を最終評価とする。

４月 教育委員会定例会で業務評価として協議し、市議会に提出し、６月市議会に報告

する。

市民へは、リーフレット、ウェブページ、市の広報誌等を活用して公表する。
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２ 評価に当たって

第１１次倉吉市総合計画における、施策と教育委員会事務局で取り組んでいる施策との整合性を

図りながら総合的な観点での評価に心がけた。評価に当たっては、平成30年度各事業の施策に示し

た目標に向かって、取り組むべき事業ごとに「目標」「実績」「成果」「課題」の観点に分けて行

うこととした。また、評価項目については特に焦点化をはかり点検・評価の重点化を図ることにし

た。

○ 評価基準

平成24年度評価より評価基準を見直し、目標を上回る成果が上がった場合をＡ評価とした。

目標値達成率を目安に、「成果」欄には、実績によって得られた成果を中心に評価を行った。

３ 主な重点施策の成果

成果 判 断 基 準

Ａ 当初の目的・目標を上回る成果が上がった

Ｂ 当初の目的・目標を達成した

Ｃ 当初の目的・目標を下回る成果に止まった

Ｄ 当初の目的・目標を大きく下回った

区 分

施策と担当課

施策数

成 果

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
総合

目的 ・ 目 標 を 上 回 る 目的・目標を達成 一 部 の 進 展 に 止 ま っ た 目 的 ・ 目 標 を 下 回 る

倉吉市教育の創造

教育総務課 ３ ３
Ｂ

学校教育課 １ １

学力向上の推進

学校教育課 ４ ２ ２ Ｂ

豊かな心の育成とたくましい体の育成

学校教育課 ４ １ ３ Ｂ

倉吉に誇りと愛着を持つ子どもの育成

学校教育課 ４ ３ １ Ａ

家庭・地域と連携した開かれた学校づくり

学校教育課 ３ ２ １ Ａ

よりよい倉吉教育を目指して

教育総務課 １ １
Ｂ

学校教育課 ２ ２

給食の充実、食育の推進

学校給食センター ３ ２ １ Ａ
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施策と担当課 施策数 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 総合

地域力を育む社会教育の推進

生涯学習課 ２ ２ Ａ

支えあう人づくり・輝くまちづくり

生涯学習課 ３ ３ Ｂ

公民館活動の推進

生涯学習課 ４ ２ ２ Ｂ

体育・スポーツの振興

生涯学習課 ５ ５ Ｂ

文化財の保存、活用、伝承

文化財課 ２ ２ Ｂ

親しみ学ぶ機会の提供できる博物館

倉吉博物館 ３ ２ １ Ａ

豊かな心を育む図書館づくりの推進

市立図書館 ３ １ ２ Ｂ

計 ４７ １８ ２８ １
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倉吉市教育の創造 
・第２期倉吉市教育振興基本計画の進ちょく管理（５年計画の３年目） 

・倉吉市震災復興計画の推進（平成28年度～平成31年度 ３年５ヶ月） 

・倉吉市教育委員会の活性化（教育に関する事務の点検・評価の推進、総合教育会議、学校・公民館訪問） 

・「倉吉市立小学校適正配置推進計画」に基づく学校再編の推進（各地区協議会での課題の明確化とその対応） 

・教育環境の整備充実（明倫小屋根修繕、高城小特別支援学級ｴｱｺﾝ設置、小中学校教育用LANｼｽﾃﾑ、教材備品整備）

学校教育基本方針 
豊かな心とたくましく生きる力をもつ子どもの育成 

～自ら学び、たくましく生きる～ 社会教育基本方針 
倉吉を担う人づくり・まちづくりの推進 

～いつでも どこでも だれでも ともに学び 地域力を育む～ 

～行きたい学校・ 
帰りたい家庭・ 
住みたい地域～ 平成３０年度 倉吉市の教育方針と重点施策 

倉吉に誇りと愛着を持つ子どもの育成 
・倉吉独自の教材の活用（くらよし風土記等の活用） 

・地域の人・もの・ことがらに触れる教育活動の推進 

・倉吉らしさを取り入れた教育活動の実施（土曜授業） 

学力向上の推進 
・学力向上推進支援（小・中連携教育の推進、合同研修会） 

・わかる授業のための授業改善（教職員の指導力向上） 

・細やかな指導を行う体制づくり（少人数学級･教員加配） 

・小学校外国語教科化の対応 ALT配置 ICT活用 （研修会） 

家庭・地域と連携した開かれた学校づくり 
・地域学校委員会の充実 地域学校協働活動推進事業 

・学校支援ボランティアの拡充 

地域力を育む社会教育の推進 
・学習内容の充実、学習成果の還元(人材銀行、生涯学習講座) 

・専門・実践的な高等教育の提供（鳥大、看護大・短大等連携）

・成人教育の推進（成人式実行委員会等） 

支えあう人づくり・輝くまちづくり 
・地域を支える人づくりの推進（中高生の活躍、地域発掘） 

・青少年の健全育成と青少年団体の育成支援 

・次世代育成のための体験活動の推進（放課後子ども教室） 
公民館活動の推進 
・学習の質の向上と学習成果の活用（地域連携、研究部会） 

・人づくり・地域づくりの推進（公民館研究指定事業） 

・安全安心な施設整備（灘手・高城空調、西郷・成徳昇降機） 

豊かな心を育む図書館づくりの推進 
・図書館資料の収集・提供、レファレンスサービスの充実 

・読書活動の推進（講演会等） 

・山上憶良短歌募集（全国からの募集） 

親しみ学ぶ機会の提供できる博物館 
・郷土の文化芸術、伝統文化を学べる場の提供 

・トリエンナーレ美術賞（前田寛治大賞展）・郷土刀展 

・安全安心な施設整備維持管理 非常用蓄電池交換・空調設備 

よりよい倉吉教育をめざして 
・特別支援教育の充実（元気はつらつプラン） 

・教科指導法研究事業（多層指導モデルの活用と体作り運動の推進） 

・幼保小連携の充実（教育課程の接続） 

・家庭教育に関する就学前からの継続的な保護者啓発・支援 

・教育助成の充実（就学援助事業の周知と適切な執行） 

体育・スポーツの振興 
・市民のスポーツ活動支援（市民体育大会、全国大会補助他） 

・体育施設の整備充実（野球場バックスクリーン・照明灯他） 

・大規模スポーツ大会支援（ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ、自転車、駅伝、相撲他） 

学校給食の充実、食育の推進 
・栄養教諭等による食に関する指導、食物アレルギー対応の 

推進、衛生管理の徹底 

豊かな心とたくましい体の育成 
・道徳教育・人権教育の充実 

・特別活動の充実（乳幼児ふれあい事業） 

・キャリア教育の充実（職場体験） 

・いじめを許さない学校体制づくり 

・問題行動、不登校の未然防止・早期対応（合同研修会） 

・相談体制の充実（教育心理士育成講座） 

・読書活動・情報教育の推進 

・学校体育、健康教育及び学校保健、安全教育の充実 

有形・無形の歴史的な資産の保存と活用 
・伝建地区の災害復旧・保護（修理・修景事業） 

・指定文化財の整備・保護（小川家・倉吉淀屋トイレ） 

・埋蔵文化財の発掘調査（大谷工業団地・両長谷ほか） 

【教育理念】 
豊かな心を持ち、個性を発揮する人づくり 

【教育目標】 
・幅広い知識を身に付け、豊かな心を培い、健やかな体を養う。 
・個性を尊重し、創造性を培い、自律性・自主性を養う。

・社会の一員として、参画し寄与する態度を養う。 
・自然を大切にし、伝統と文化を尊重する態度を養う。 
・郷土を愛し、他人や他の地域を尊重する態度を養う。 “くらしよし”ふるさとビジョン 

【将来都市像】 
愛着と誇り 未来いきいき      みんなでつくる倉吉 

【教育・文化・コミュニティ】 
活力に満ち、豊かな心と文化が息づくまち

倉吉市まち・ひと・しごと創生総合戦略 教育基本法 
・人格の完成と、社会の形

成者としての国民の育成 
学校教育法 
社会教育法 
図書館法 
文化財保護法 
博物館法 
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５　重点施策の実績と評価

第２期倉吉市教
育振興基本計画
の進ちょく管理
(５年計画の３年
目)

1

・基本計画に基づく
重点施策実施計画の
策定
・教育に関する事務
の点検・評価の推進

教育
総務

教育行政の点検・評価を行うと
ともに、実施計画を作成、10月
に進捗状況を確認、3月に各課
による自己評価を行った。

Ｂ

倉吉市教育委員
会の活性化

2

・倉吉市教育の方針
の明示
・住民の意向や教育
現場の実情の把握
・総合教育会議の充
実
・教育委員の活動の
顕在化

教育
総務

学校計画訪問、諸行事へ積極的
に参加した。また、計３回のリ
レーコラムや教育委員会定例
会、市長との意見交換の場であ
る教育総合会議を２回開催し、
その会議録等をホームページに
掲載し、情報発信に努めた。

Ｂ

「倉吉市立小・
中学校の適正配
置等について」
に基づく学校再
編の推進

3
・適正配置の課題の
整理と各地域・関係
団体との協議の実施

学校
教育

・関係地区との協議、意見交換
を重ねてきた。今後の進め方に
ついて、全体会を開催して理解
を得、来年度から協議を進めら
れるように準備・作業を行っ
た。

Ｃ

学校教育施設・
教育施設の整備
運営

4

・プール改修工事
(上北条小、上灘小、
久米中)
・屋根雨漏り改修工
事
（東中屋体、西中ト
イレ、久米中管理棟)
・西中屋体トイレ排
管改修工事
・鴨川中寄宿舎床タ
イル改修工事
・長寿命化計画策定
に係る調査
・エアコン設置(高城
小特別支援教室)
・（新）ブロック塀
等改修工事
・ICT機器整備(PC教
室等教育用LANシステ
ム含む)整備計画の策
定ほか

教育
総務

・プール、屋根、トイレ排水管
並びに鴨川中寄宿舎床タイル改
修工事については、年度内に完
成し当初の目的は達成できた。
・施設修繕ならびにPC整備等に
ついては、予算の範囲内におい
て可能な改修、更新を行うこと
ができた。
・ICT機器整備に係る計画策定
は、３回検討委員会を開催し検
討・継続することができた。
・年度中新規で小中学校のブ
ロック塀等安全対策事業を計画
し、改修工事実施に向けてブ
ロック塀等改修設計業務を繰越
契約することができた。

Ｂ

項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

実績
実績
評価

施策
評価

最終評価

倉
吉
市
教
育
の
創
造

1 Ｂ

○各施策について、概ね当初の計画どお
り実施することができた。

○各地区の代表者の方々と意見交換を重
ねてきた。調整の結果、適正配置協議会
委員名簿の未提出の地区からも、３月末
には名簿を提出していただいた。４月以
降、小学校適正配置協議会を立ち上げ、
協議を進めていく。

＊成果指標
　Ａ：学校統合準備委員会設立
　Ｂ：適正配置協議会設立
　Ｃ：進展なし

○小中学校の安全対策として、ブロック
塀等及び空調設備について、予算の補正
を行い、対応することができた。
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項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

実績
実績
評価

施策
評価

最終評価

1

・学力向上推進の支
援（小・中連携教育
の推進、合同研修
会）

学校
教育

・各中学校区で講師を招聘した
研究授業及び研究会を実施して
いる。
・各中学校区ごとの課題に基づ
き、授業実践を行った。その上
で小中連携の成果と課題を明ら
かにした。

Ｂ

2
・わかる授業のため
の授業改善（教職員
の指導力の向上）

学校
教育

・全国学力・学習状況調査結果
の分析から、授業改善の視点を
明確にして日々の実践に活かす
取組が見られた。

・要請訪問指導助言19回

Ａ

3

・細やかな指導を行
うための体制づくり
（少人数学級・教員
加配）

学校
教育

・７校に加配を配置。学校、学
年、学級の実態に応じた少人数
指導を実施。
・今後、より効果的な少人数指
導のあり方について、校内研究
推進と連携しながら継続検討し
ていく必要がある。

Ｂ

4
外国語教科化の対応
（小学校・中学校）

学校
教育

・小学校における外国語専科教
員を配置し、明倫小・成徳小・
灘手小の3年生から6年生までの
授業を担当していただいた。積
極的に授業公開をし、配置校の
みならず、市内小中学校の先生
方に研修の機会を持っていただ
けた。
・イングリッシュ・シャワー
ルームは最終年度となり、授業
での活動作りを参加された先生
方にして頂いた。
・全てのＡＬＴの先生方が希望
された学校に順番に集結し、授
業に参加される行事を立ち上げ
た。概ね好評だが、今年度は参
加校が少なかった。来年度はよ
り多くの学校に参加していただ
けるよう啓発していきたい。

Ａ

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成

2 学力向上の推進 Ｂ

○全国学力・学習状況調査においては、
小学校算数の活用問題が全国平均をやや
下回った。中学校においては、国語、数
学の活用問題がやや下回っている。

＊成果指標
　Ａ：全国平均より
 ５ポイント以上上回る
　Ｂ：全国平均と概ね同程度
　Ｃ：全国平均より
 ５ポイント以上下回る

○全国学力・学習状況調査結果をもと
に、市内の小中学校が授業改善に向けた
授業研究を積極的に行うようになってい
る。

＊成果指標
　Ａ：全小中学校が授業改善に向けての取組
を行う
　Ｂ：１３校/１８校が授業改善に向けての取
組を行う。
　Ｃ：１２校以下

○小学校においては。積極的に県事業を
受け、全国学力・学習状況調査結果の分
析から、授業改善の視点を明確にした取
組がなされるようになってきた。

○平成３２年度、英語の教科化に向け、
各小学校が英語の授業を先行実施をして
いる。

＊成果指標
　Ａ：全小学校が先行実施の取組を積極的に
行った。
　Ｂ：９校/１３校以上が先行実施の取組を積
極的に行った。
　Ｃ：先行実施の取組を積極的に行った学校
が８校以下

○成徳、明倫、灘手小学校においては、
英語専科教員を１名配置（兼務）し、英
語の授業を実施している。配置校だけで
なく、市内小中学校の先生方に研修の機
会を持つことができた。
＊成果指標
　Ａ：子どもの意識（好き）９０％以上
　Ｂ：子どもの意識（好き）８５％以上
　Ｃ：子どもの意識（好き）８５％より低い
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項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

実績
実績
評価

施策
評価

最終評価

1

・人権教育の充実
（育てたい資質・能
力を明確にした実
践）

学校
教育

「特別の教科道徳」の教科化に
伴い、「年間指導計画の改善」
に取り組んだ。教科としての特
性を活かしながら、身につけさ
せたい資質・能力をまんべんな
く年間計画に取り入れることを
確認した。また、新教育長によ
る講話では、部落問題学習を全
小中学校で取り組む大切さを確
認した。

Ｂ

2
・道徳教育・体験活
動の充実（乳幼児ふ
れあい事業）

学校
教育

・小学校で教科道徳が始まっ
た。各校で研修を積まれて評価
に繋げていただいた。
・小学校１３校が年間２回の乳
幼児とのふれあい会を児童セン
ター等と連携して実施した。中
学校５校は、家庭科の学習の中
で保育体験を実施した。乳幼児
の成長に驚きと喜びを感じ、自
分も大切に守り育てられてきた
ことを実感することができた。

Ａ

3

・相談体制の充実、
いじめや問題行動の
未然防止、
（倉吉市いじめ防止
基本方針の徹底、不
登校対策）

学校
教育

・不登校・いじめの未然防止に
資するため、初めて「教育相談
研修」を実施した。参加対象
を、管理職、養護教諭、教育相
談担当教員、心の教育相談員、
生徒指導主事と、回によって変
え、それぞれの立場で教育相談
を考える契機にしていただい
た。
・スクールソーシャルワーカー
が、児童生徒を取り巻く環境を
よく理解し、働きかけることで
難しいケースが上向くことが
あった。
・長期欠席児童生徒数小学校28
名（前年度比±０）、中学校60
名（前年度比-４）12月末
・子ども支援センター入級児童
生徒7名
・本当の未然防止ができるよ
う、学校に働きかけていきた
い。

Ｂ

4

・たくましい体の育
成（体育、健康教
育、学校保健の充
実、安全教育の充
実）

学校
教育

・喫煙防止教育を小学校９校、
中学校４校実施。
・性教育講座中学校５校実施。
・新体力テストの結果でおおむ
ね良し（A～C）と判定される児
童生徒の割合。小学校中学校　
調査中　
・保健体育授業以外に、小学校
では業間休憩での運動、中学校
では部活動等体力作りに励ん
だ。
・猛暑の中の活動では細心の注
意を払っていたが、２件の救急
搬送があった。
・中学校の運動部活動ではのべ
９８名が中国大会、全国大会へ
出場した。

Ｂ

　
　
　
　
　
　
　

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成

3
豊かな心とたく
ましい体の育成

Ｂ

○人権教育の取組については、各地域の
考えもあり、学校の取組に温度差（部落
差別の問題）が出てきている。

○人権教育の取組については、教育課程
全般で人権意識を育てようとする学校が
多くなっている。

○「特別の教科道徳」については、特に
混乱もなく学校現場に導入することがで
きた。

＊成果指標
　Ａ：円滑に実施できた
　　　　１３校/１３校
　Ｂ：円滑に実施できた
　　　　　９校/１３校
　Ｃ：円滑に実施できた
　　　　　８校以下

○不登校の出現率が昨年とほぼ同じであ
る。西中学校区においては、西中学校、
小鴨小学校が不登校児童生徒数を減らす
など成果をあげている。

＊成果指標
　Ａ：児童生徒数１０％減
　Ｂ：児童生徒数　５％減
　Ｃ：５％より低い減少

○いじめの認知件数が多く、問題の早期
解決につながっている。

○問題行動の件数が前年度と比較し、４
０件減少している。

○性教育講座については、全中学校で実
施。喫煙防止教室については、小学校４
校、中学校１校が未実施である。全学校
で実施するよう働きかけが必要である。

＊成果指標
　Ａ：全小中学校実施
　Ｂ：昨年度並みの
　　　　学校数が実施
　Ｃ：昨年度より学校
　　　　　数が少ない

○各関係機関と連携のもと、倉吉市通学
路の安全確保に係わる連絡協議会で改善
必要場所について協議を行い、概ね改善
に向けての取組ができた。

○体力テストでは、全体としてはＢ評価
であるが、学年、男女別では課題があ
る。

＊成果指標
　総合判定でＡ～Ｃ判定が８０％に達す
る学年（男女別）の割合
　Ａ：全小中学年の１２/１８以上
　Ｂ：全小中学年の７～１１/１８
　Ｃ：全小中学年の６/１８以下
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項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

実績
実績
評価

施策
評価

最終評価

1
・倉吉独自の教材づ
くりの推進（くらよ
し風土記の活用)

学校
教育

・今年度初めて、２中学校で倉
吉検定を実施できた。 Ｂ

2
・地域の人・もの・
ことがらに触れる教
育活動の推進

学校
教育

・各小中学校がそれぞれの教育
課程にあわせて、市内にある多
くの施設等を見学し、施設の役
割や働く人たちの思いを学んで
いる。体験学習も取り入れられ
ており、児童生徒がふるさと倉
吉への思いを深め、関心を高め
る一助となっている。

Ａ

3

・土曜授業の実施
（ふるさと学習を中
心とした地域との共
催）

学校
教育

・各学校が創意工夫をして地
域・保護者と協働した活動を展
開していた。「ふるさと学習」
を意識した取組となるよう周知
し、ふるさとについて改めて
知ったり考えたりする機会と
なった。

Ａ

4
・倉吉らしさを取り
入れた教育活動の実
施

学校
教育

・今年度で10年目となり、学校
が主体となって地域を交えた取
組が定着してきた。今年度は、
中学校区での共通実践に取り組
んだ。

Ａ

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成

4
倉吉に誇りと愛
着をもつ子ども
の育成

Ａ

○倉吉に誇りと愛着をもつ子どもの育成
のために、土曜授業等において中学校版
「くらよし風土記」、小学校版「わたし
たちの倉吉」の活用を行った。

○倉吉検定を実施したが、最高得点が６
０点程度であり、倉吉に誇りと愛着をも
つ子どもの育成のために、さらなる取組
が必要である。

○各小中学校がそれぞれの教育課程にあ
わせて、市内にある多くの施設等を見学
し、施設の役割や働く人たちの思いを学
んだ（市バス利用）。

○平成３０年度、土曜授業の実施４回。
倉吉市立小中学校で実施。

○小中学校とも、「ふるさと学習」を意
識した取組となるよう創意工夫を行っ
た。

○菜の花プロジェクトを通して、小中学
校間や地域、関係機関との連携を図った
取組が進められた。今後、淀屋サミット
に地域学校委員にも参加してもらうな
ど、さらに実効性を高めたものにしてい
きたい。
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項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

実績
実績
評価

施策
評価

最終評価

1
・開かれた学校づく
りの推進（学校評価
の効果的な活用）

学校
教育

・概ね計画どおりに実施した。
学校のウエブページも児童生徒
の活動の様子が保護者や地域の
方に発信されている。

Ｂ

2
学校地域連携の取り
組み推進（子どもの
出番づくり）

学校
教育

・13地区で「教育を考える会」
を実施。各地区において子ども
の成長を考えた内容のものが実
施され、熱心に協議等が行われ
た。

Ａ

3
・学校運営に参画す
る体制づくり（地域
学校委員会の充実）

学校
教育

・各学校の地域学校委員会が地
域の特色を生かして活動し、地
域と学校との連携がより強化さ
れてきた。

Ａ

1
・特別支援教育の充
実（児童生徒を支え
る学校体制づくり）

学校
教育

・まなびの教室教育相談から就
学前発達・教育相談会に変更し
たことによって、より多くの相
談を受けることができ、就学予
定の小学校との共通理解にもつ
ながった。
・教科指導法研究事業では体育
科の実践を行い、市内１年生担
任対象に研修を深めることがで
きた。

Ｂ

2
家庭教育の充実（研
修機会の拡大）

学校
教育

・小P連・中P連との共催により
教育講演会を開催して４年目と
なった。講師にFCカミノ代表吉
川氏を迎え、親子ともに笑顔で
子育てをするために大切なこと
を学んだ。

Ｂ

3
・教育助成の充実
（就学援助事業の周
知と適切な執行）

教育
総務

・新入学学用品費の就学前支給
を昨年度より早い2月末に行っ
た。
・特別支援教育就学奨励費を当
初より早い時期に支給すること
ができた。

Ａ

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成

5
家庭・地域と連
携した開かれた
学校づくり

Ａ

○学校公開を市内小中学校で６月に実施
した。２学期については、各校が独自に
実施した。

＊成果指標：
　児童生徒の活動の様子を公表
　Ａ：全小中学校
　Ｂ：１２校/１８校以上の小中学校が公
表
　Ｃ：１１校以下

○学校地域連携の取組は、各地域の実情
を踏まえ充実した取組がなされるように
なった。一方で、地域からの支援だけで
なく地域への支援といった学校の地域参
画も必要である。

＊成果指標
　Ａ：各地区行事の参加率８０％以上
　Ｂ：各地区行事の参加率６０％以上
　Ｃ：各地区行事の参加率６０％より低
い

6
よりよい倉吉教
育を目指して

Ｂ

○就学前発達・教育相談を実施すること
によって、より多くの相談を受けること
ができた。

＊成果指標
　Ａ：相談件数各校平均５件以上
　Ｂ：相談件数各校平均３件以上
　Ｃ：相談件数各校平均３件より少ない

○核家族化，少子化，地域における地縁
的なつながりの希薄化など，家庭や家族
を取り巻く社会状況の変化の中で，家庭
の教育力の低下が課題として残る。

○今後、保護者の我が子に対する意識を
何らかの方法で測って把握し、効果的な
取組につなげていきたい。

○新入学学用品費については、昨年度か
らの懸案事項であった2月中の支給を行う
ことができた。
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項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

実績
実績
評価

施策
評価

最終評価

1
栄養教諭等による食
に関する指導

給食
セン
ター

給食主任や学級担任等と連携し
ながら、望ましい食習慣の定着
につながるよう、栄養教諭・学
校栄養職員による全学級訪問指
導を計画どおり183回実施し
た。

「親子で学ぶ食の教室」につい
ては、計画どおり給食センター
で20回実施した。

Ａ

2
学校給食衛生管理基
準に基づいた衛生管
理の徹底

給食
セン
ター

学校給食衛生管理基準に基づ
く、調理業務の衛生管理等につ
いて、工程表等を確認しながら
委託先の責任者と協議し随時指
導を行った。

Ｂ

3
食物アレルギー対応
の推進

給食
セン
ター

給食センターが食物アレルギー
対応している児童・生徒の保護
者、教職員等を対象とした研修
会を開催し、関係者が共通認識
を持って対応にあたることを確
認した。

Ａ

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成

7
学校給食の充
実、食育の推進 Ａ

○小中学校９年間を通じて計画的な指導
を行うことにより、児童・生徒の「食に
対する理解と関心」を深めることができ
た。

○調理業務の衛生管理等を徹底すること
で、安全･安心な給食の提供につなげるこ
とができた。

○児童・生徒全員を対象とした食物アレ
ルギー用献立表や、給食センターで食物
アレルギー対応をしている児童・生徒の
個別献立表で情報提供を行い、学校教育
課・学校現場・保護者と連携しながら食
物アレルギー事故の防止を図ることがで
きた。
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項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

実績
実績
評価

施策
評価

最終評価

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

8

地域力を育む
社会教育の推進
～現代的及びラ
イフステージに
応じた学習機会
の充実～

1

成人式（成人式実行
委員会、中学生ボラ
ンティアによる運
営）

生涯
学習

・前年の成人式における一部の
新成人や保護者等による妨害行
為への対策を講じ、何事もなく
式を終えることができた。
・実行委員が主体となって成人
式（実行委員会）企画の準備・
運営に取り組み、成人式を成功
させた。
・実行委員会の仲間作りや企画
検討時に身近な存在であるOB・
OGに加わってもらったことで実
行委員の成人式に対する緊張が
和らぎ、活発な活動にの促進に
繋がった。
・昨年度に引き続き、高校生に
もボランティア募集し中学生と
ともに運営を行なった。
実行委員　　　14名
実行委員OBOG　５名
中学生ボランティア29名
高校生ボランティア４名

Ａ

Ａ

○昨年からの課題であった成人式の警備
体制の充実を図り、何事もなく式を行え
た。
実行委員としての経験が後輩の成人式実
行委員会の支援に繋がるよう、また社会
人になってからも助け合える仲間作りに
繋がるよう、成人式を核にした若者の新
たな世代を繋ぐ機会となるよう引き続き
事業を展開していきたい。

○各種講座は、昨年度に引き続き地域課
題を意識しながら実施。学習成果を地域
の活動に活かせる内容とした。特に生涯
学習講座では知識を深めるだけでなく、
県立美術館の建設に向けて参加者の意識
を高める契機となった。また、第３回講
座では高校生など若い世代が将来につい
て考える機会となった。

○看大・鳥短公開講座、鳥大講座とも
に、地域の課題と大学の専門性の均衡を
図った学習機会の提供でもって、参加者
の学びが深まった。外部講師も招き、全
講座を通して50人以上参加者が増加し
た。

〇社会教育関係課連絡会により、事業の
共有及び連携を図ることで、事業内容の
充実と効率化に繋げることができた。

〇女性が企画や運営に関わることで主体
的な学びとなった。また参加者同士の情
報交換などで課題を共有し、さらに学び
を深めることができた。

2

各種講座開設　専
門・実践的な高等教
育を受ける機会確保
（鳥取看護大学・短
期大学・倉吉市連携
講座、生涯学習講
座、鳥取大学連携講
座、人材銀行、女性
連絡会）

生涯
学習

【看大・鳥短公開講座】「学び
続けて生きる」をテーマに、自
然・人との関わり・地域・文化
などを学ぶ講座を実施。全体的
に参加者が増加し、学びの機会
となった。

【生涯学習講座】「美の匠」を
テーマに、全４回講座と市内研
修を行った。文化芸術に親し
み、郷土に愛着と誇りを持つ
きっかけとするというねらいが
達成された。第３回講座では、
高校生に司会や受付を行っても
らった。これに加え、県と連携
して「若者講座」を実施。市内
外の若者が学習・交流を図る取
り組みとなった。

【人材銀行】講師活用の費用面
を見直し、利用者に分かりやす
い手引き作成をした。また、自
治公民館連合会等でPRを行い活
用の拡大に努めた。

【女性教育】各中学校区での活
動及び全市における研修を行
い、学びを通じた参加者の交流
も図ることができた。

Ａ
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項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

実績
実績
評価

施策
評価

最終評価

1

青少年の健全育成と
青少年団体の育成支
援（子ども会・もの
づくり道場・伝統文
化体験教室）

生涯
学習

【子ども会】倉吉市子ども会育
成連絡協議会が実施する研修会
に加え、鳥取県子ども会育成連
絡協議会等が実施する研修会に
も参加者が多く、児童や保護者
間で子ども会活動への理解や取
り組み方が広がった。またサ
マースクール団へ倉吉から７名
の生徒を派遣した。

【中部地区社会教育担当者会】
中部地区の市町で役割分担しな
がら共同で青少年対象の事業を
実施した。

【ハイスクールフォーラム】各
高校の特色ある活動や取組みの
発表と地域住民や中学生との意
見交換を行った。昨年度を上回
る参加者があり、満足度も高
かった。

Ｂ

2

放課後子ども教室推
進事業
（子どもいきいきプ
ラン、通学合宿）

生涯
学習

運営委員会を２回実施。事業内
容と進捗を確認した。各地区に
おける放課後子ども教室につい
ては、市内で15教室（13地区、
関金まなび教室、関金わくわく
教室）、年間を通して実施し
た。

Ｂ

3

倉吉地区少年補導セ
ンター事業への参
画、青少年育成協議
会との連携

生涯
学習

【倉吉地区少年補導センター】
倉吉地区少年補導センターの事
業に関する協議や情報交換を行
なう運営員会を年６回、予算や
事業計画について協議する評議
員会を年２回実施した。また、
市町の定期的な街頭補導に加
え、青少年関係者の研修会への
参加、啓発に努めた。
【倉吉市青少年育成協議会】あ
いさつ運動や研修会への参加に
加え、啓発活動に取り組んだ。

Ｂ

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

9

支えあう人づく
り・輝くまちづ
くり
～絆づくりや地
域のコミュニ
ティ形成に向け
た学習活動の推
進～

Ｂ

○「子ども主体による子ども会運営」と
する子ども会のあり方等を研修会で取り
上げ、子ども会の活動支援に繋がる事業
が実施できた。また、サマースクール団
への派遣を通して、国際理解が深まり、
国際交流が図られた。

〇異なる地域や学校の青少年が、ともに
自然の中で体験活動を行うことで、仲間
作りや自然の大切さを学んだ。

〇地域住民や中学生に、高校生の活動や
取組みだけでなく、社会や地域に対する
高校生の考えを知ってもらう機会とな
り、今後の地域との連携につながる契機
となった。

○放課後子ども教室を通して、子どもの
居場所づくりと、子どもと地域住民との
交流を促すことができた。天候等で中止
となる事業が多かった。運営委員会で
は、各地区の取り組みについて情報共有
を行った。

○補導対象事業や街頭補導を実施した。
非行や犯罪被害の低年齢化が進む中、
様々なキャンペーン活動等を通して啓発
を行った。インターネットを通じ青少年
が被害者になる事件が県内でも発生した
ことを受けて、第２回評議員会では各団
体の取り組みについて情報共有を行い、
今後の啓発活動への手がかりを得た。
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項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

実績
実績
評価

施策
評価

最終評価

1
学習の質向上と学習
成果の活用（公民館
と地域振興の連携）

生涯
学習

館長研修会や主事研修会を定例
的に実施し、公民館職員として
の質の向上を図った。主事が主
体的に課題解決に取り組む研究
部会では、地震対応マニュアル
（初動期）の作成、事業報告様
式の検討及び講師リストの作
成、各種団体との連携を表に整
理し見える化を行った。各部会
での研究成果は全体で共有し
た。市公連・館長会と連携し、
主に公民館事業の充実・課題解
決等について検討・議論した。

Ａ

〇公民館事業が全国でも高い評価を受け
ており、実践発表の機会を通じてその事
業や活動内容を県内外の社会教育関係機
関等に発信した。

3 公民館のあり方検討
生涯
学習

行財政改革のうち、施設のあり
方に係る検討について、関係部
署が集い数回にわたって協議を
進めた。

Ｂ

4

安全安心な施設整備
(空調整備（西郷、北
谷）)

生涯
学習

大規模な修繕はなかったが、利
用者の安心で安全な利用を促進
するため、老朽化等の課題に対
しアイデアを出し工夫しながら
対応した。

Ｂ

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

10

公民館活動の推
進
～学習の質向上
と学習成果の活
用～

Ｂ

2

人づくり・地域づく
りの推進
（公民館研究指定事
業）

生涯
学習

【公民館研究指定事業】13地区
各公民館において、青少年学
級、地域づくり講座、健康づく
り講座等それぞれの地域課題解
決につながる学習機会の提供を
行った。住民が企画や運営に関
わることにより主体的に取り組
むことができた。
優良公民館表彰において全国で
５館の優秀館に選ばれた上北条
公民館は、地域の担い手不足の
解消に向け、将来の地域リー
ダー育成を目的に実施した青少
年学級が高く評価された。

Ａ

○公民館まつりを通して、各地区公民館
の取り組みを市民へ周知することができ
た。

○公民館報のＨＰ掲載を続け、公民館情
報を広く発信している。

○地区公民館が現在担っている機能の所
管課が集い検討した。引き続き検討を進
めていく。

○安全で安心な公民館施設の維持管理に
努めた。早急に対応が必要な課題につい
て専門部局と確認・協議を実施し、公民
館と連携しつつ業務を遂行した。

14



項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

実績
実績
評価

施策
評価

最終評価

1

スポーツ推進に関す
る重要事項の調査審
議

生涯
学習

【スポーツ推進審議会】
委員改選により新体制での開催
となる。
オリンピックが近づきスポーツ
を取り巻く環境は大きく変化し
ていることから、今後は年2回
の開催する。

Ｂ

本年度よりスポーツ推進委員が
中心となって各地区でスポーツ
教室（ファミリーバドミント
ン）を開催。ニュースポーツ交
流会には昨年度の13チームを上
回る30チーム114名の参加があ
り、地域スポーツの振興に大き
な役割を果たした。

【各種補助】
・児童・生徒全国大会補助金
2/20現在で19件であり昨年度末
22件を下回った。

【学校開放】
・例年と変わらず30,000人を超
える利用者があり、地域スポー
ツの振興に寄与している。
利用者間のトラブル（相手を誹
謗中傷する）も見受けられた。

【海洋センター】
・記録的猛暑や台風等の影響に
より利用人数が1,307人とＨ度
実績1,922人を下回った

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

11
体育・スポーツ
の振興

Ｂ

〇計画していた事業の連動及び各種団体
の実態調査は進んでおらず、概ね昨年ど
おりの事業内を実施しただけであった。
このため来年度も、今ある事業を再度見
直し、事業ごとの連携を高めていくこと
を計画する。
また、各種団体の実態調査を行い基礎資
料を作成し、市民がスポーツに親しみ楽
しみながら努力できる環境の創出を研究
する必要がある。

○大規模スポーツコンベンションは、
個々の事業を一過性のものとするのでは
なく、「スポーツ振興を通じて地域の活
性化を図る」の視点をもって、ソフト事
業の具体的企画・立案を関係団体と進め
ていくことが必要である。

2
スポーツ活動機会の
充実(地域スポーツの
振興)

生涯
学習

【女子・日本海駅伝】両駅伝大
会は台風の接近により大会史上
初の中止とした。中止の判断の
ガイドラインの作成が今度の課
題である。

【ニュースポーツ交流会】ス
ポーツ推進委員が主催する事業
と連動させたことで昨年度の13
チームを上回る30チーム114名
参加があり世代、地域を超える
交流の場として進展した。

【市民体育大会】
異常気象による高温の中開催
し、熱中症等事故なく開催でき
たが今後も同じような課題が出
てくる思われる。参加者が年々
減少し今後の大きな課題となっ
ている。

【各種協力大会】
今年度は、アジア規模の大会も
開催され、多くの市民がスポ―
ツ活動のきっかけとなってい
る。しかしイベント後のフォ
ローアップ的な事業が無いこと
から今後は大会後の事業展開を
関係団と検討する必要がある。

Ｂ
〇体育施設指定管理者の選定について
は、1社のみの応募であり、引き続き㈱ミ
ズノで決定。ミズノにはハード面だけの
管理ではなく、ミズノ独自のノウハウを
用いたソフト事業の推進を求め充実を図
る計画。

〇海洋センターは、震災以降に異常気象
による高温状況が続いたことで、利用人
数はさらに減少。このため、魅力ある教
室等ソフト事業の9充実をはかるため、来
年度以降は体育施設指定管理者と協力し
た事業を計画・実施する。また既存事業
である大人の教室も来年度以降、関西
ワールドマスターズを意識した運営をす
るなど充実を図ることとする。
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項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

実績
実績
評価

施策
評価

最終評価

○多様化するスポーツ活動に対応するた
めには、体育協会加盟各団の現状を把握
するとともに、体育協会としてのビジョ
ンを定め、現在の体育協会に必要な変化
を検討する。
また、調査に合わせて住民ニーズを把握
し、現在の協会活動内容と比較検討する
ことで、事業の方向性、各団体への支
援、指導者確保等スポーツ推進に繋がる
各事業の整理統合、新設を行うことを計
画する。

〇スポーツ推進委員の主体的事業展開を
図るため、地域スポーツ教室を全市統
一、ニュースポーツ交流会を発表の場と
することで多くの市民に参加いただけた
ことは評価できる。しかし、ニュース
ポーツ等誰でも気軽に参加できるスポ―
ツ活動環境整備には、さらに一歩踏み込
んだ事業展開が必要であり、現在の動き
を一過性のものとしないためにも、来年
度は推進委員協議会と協議しスポーツ推
進委員独自で活動できる体制の構築を図
る。

【スポーツ少年団】
概ね計画どおりに進めることが
できた。
スポーツ少年団員も数が減って
きており、チームが組めない場
合があったりと、今までと同じ
ような大会の進め方で良いのか
という課題もある。
市の携わる大会以外での試合も
多数あり、試合を組み入れるの
も難しくなっている。大会のあ
り方を再考する時期にきている
のではないかと考える。

〇子ども達のスポーツ活動において、昨
今ケガや故障の事例が多く報告されてい
る。また、試合数が多いことがケガ等に
繋がっているとの事例もあるため、次年
度以降スポーツ少年団の事業を見直すと
ともに、指導者の意識改革を含む研修等
を充実させる。

〇児童数、指導者の減少にともない子ど
ものスポーツ機会が少なっている。この
ためチーム等のあり方も検討し、多くの
子どもがスポーツ活動に親しめる環境を
推進する必要がある。

バックスクリーンとスコアボード
を一体で発注する予定であったが
危険性の高いバックスクリーンを
単体で発註した。社会資本整備交
付金の関係でスコアボードも3月か
ら設計業務に着手

【安定器取り換】
関金野球場の照明を修繕し、利
用者の利便性を向上させた。

【体育施設修繕】
緊急度の高い物から順次修繕し
た。

5 災害復旧
生涯
学習

・地震で被災した射撃場の修繕
が完了し6/14から使用を再開し
た。

Ｂ

3
スポーツ指導者の養
成・団体の育成

生涯
学習

【体育協会】
市民体育大会を7月と10月に開
催。天候にも恵まれけが人もな
く終了した。しかし、参加人数
が年々減少しており、更なる参
加の促進を行う。市ＨＰや各団
の協力をお願いしたい。
天候不良により中止になった大
会もあったが概ね予定どおりに
開催。
各団の情報公表・更新は出来て
いない。
スポレクも学校、団体を中心に
参加があり多くの方がスポーツ
に親しめたのではないかと思わ
れる。
スポーツ表彰は市民栄誉賞とふ
るさと大賞との共催で行った。
例年よりも少ない人数であった
が受賞者への励みになった。受
賞者の中で受賞の内容が間違っ
ていたり、受賞対象だったので
はというような内容のメールも
届いていたのでチェック体制を
しっかりし、来年度はより良い
式となるように準備する。

【スポーツ推進委員】
概ね計画どおりに進んだ。ス
ポーツ教室をスポーツ推進委員
事業として取り組み、ファミ
リーバドミントン教室を各地区
で開催した。ニュースポーツ交
流会には昨年を大幅に上回る合
計30チームの参加があった。体
力・運動能力測定は悪天候のた
め中止した。

Ｂ Ｂ

4 体育施設の整備充実
生涯
学習

Ｂ

Ｂ

○震災復旧の最終となる射撃場の工事が
完了したことで、今年度から各施設通常
利用が可能となったが、利用者は現在も
震災前の水準に回復していない。このた
め、各施設の利用促進を指定管理者と共
に計画・実施する必要がある。なお、復
旧した施設の維持補修は適時実施してい
く。

○次年度も緊急性の高いものから順次実
施する。

倉
吉
を
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く
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11
体育・スポーツ
の振興
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項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

実績
実績
評価

施策
評価

最終評価

1
伝建地区の保存（修
理・修景事業、保存
計画の策定）

文化
財

・被災した241棟に対し156棟
(64.7％）まで工事完了。くら用心
の土蔵の修理完了。

・災害復旧事業は建造物の健全
化だけでなく、耐震補強を11棟実
施し、保存地区全体の防災力向上
を図った。

・修理物件を公開し、柱の根接ぎ、
基礎工事、建物の立て起こしの状
況を見てもらい、伝建修理の理解
を図った。

・災害復旧事業－24棟だけでな
く、2ヶ年休止していた通常の修
理・修景事業－7棟の31年度計画
を作成した。

Ｂ

○伝建地区の災害復旧事業は平成28年度
から2カ年終了したが、当初計画の3年間では
修理が完了しない見込み。

○所有者の修理要望に対応しながら、耐震
補強の補助を進め、地区全体の防災力向上
を図ることができている。
　災害復旧事業だけでは修理困難な案件に
ついて、通常の修理・修景事業を31年度に計
画することで対処できた。

○伝建地区は観光資源としての側面があり、
所有者とともに修理・活用方法を継続して検
討していく。

・大御堂廃寺跡保存活用計画は、
史跡の本質的価値を抽出し、大綱
までの素案を作成した。

・両長谷遺跡の発掘調査では、弥
生時代後期の集落跡（竪穴住居9
棟）が見つかった。うち、１棟は焼
失住居で、建築構造の情報を得る
ことができた。

・石塚・福山地区の試掘調査で
は、古代条里を確認し、石塚廃寺
跡に関わる遺物が出土した。

・予定していなかった個人造成の
案件に試掘調査を入れて対応で
きた。

2 Ｂ

○小川氏庭園の南山荘、桑田家主屋の解体
調査により修理中に得られた資料を整理しな
がら、修理工事をすすめ、31年度計画へ繋
げた。小川氏庭園の33年度公開を目指して
いく。

○南山荘の解体調査時にはヘリテージマ
ネージャーの研修会場となり、建築士や文化
財担当者の文化財修復の考え方を学ぶ機会
となった。

○文化財パンフレットを創意・工夫して作成
し、文化財啓発に役立てることができた。

市内に存在する文化
財の調査と保護

文化財の積極的な情
報発信

埋蔵文化財の調査
（試掘調査・発掘調
査）

文化
財

・小川家住宅・小川氏庭園、桑田
家住宅の修理は番付や工法の検
討など文化財調査を行いながら適
切に行った。所有者の意向を確認
しながら、文化財的価値を損なわ
ないよう修理の年次計画を立て
た。

・文化財パンフレット『倉吉文化財
さんぽ』を作成・配布、「満正寺所
蔵地蔵菩薩立像」の看板を作成
し、文化財啓発に役立てることが
できた。
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文化財の保存、
活用、伝承

Ｂ
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項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

実績
実績
評価

施策
評価

最終評価

1
郷土の文化芸術、伝
統文化を学べる場の
提供

博物
館

・計画どおり進行した。

・郷土刀展の開催は、未着手の
分野であったが、協力者等の指
導・助言により実施でき、展示
の仕方など多くの入館者に好評
を得た。

・館外展示や郷土ゆかりの物故
作家の顕彰も進めた。

Ａ

2
トリエンナーレ美術
賞（前田寛治大賞）
の実施

博物
館

・計画どおり進行した。

・創設30年の節目となる第10回
展として、前田寬治大賞を振り
返るトークイベントを実施し、
美術賞の開催意義について理解
をふかめることが出来た。

Ａ

3
災害復旧工事と施設
改修工事

博物
館

・日程を変更した業務もあった
が当初どおり実施した。

・老朽化した機器類等の修繕を
行った。

・中長期改修計画の策定は中途
のまま据え置きとした。

Ｂ

1
図書館資料の収集提
供、レファレンス
サービスの充実

図書
館

話題になっている事柄や時期を
得たテーマの展示を工夫しなが
ら数多く実施するとともに、資
料を収集し読書への関心を高め
た。レファレンスの技術を高め
るため研修・事例学習を継続し
ている。

Ｂ

2 読書活動の推進
図書
館

好評のブックスタートは今年も
円滑に実施できた。絵本作家講
演会を行い多くの市民に喜んで
いただくとともに、引き続き小
学校・中学校各１校と連携して
ワークショップ・講演を実施
し、子どもたちの想像力を刺激
し、また将来の職業選択の参考
とし読書意欲を膨らませること
ができた。他機関と協力し共催
事業も多く実施し人気を集め
た。

Ａ

3
山上憶良短歌賞全国
公募・文芸活動の推
進

図書
館

３回目の全国公募となった山上
憶良短歌賞は応募数が5,518首
と昨年度を上回った。国内のす
べて47都道府県から応募があ
り、倉吉と山上憶良の活躍を広
く喧伝することができた。審査
もスムーズで事務も滞ることも
なく進めることができた。

Ｂ

倉
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13
親しみ学ぶ機会
の提供できる博
物館

Ａ

○平成30年度は、約3年ぶりに年間を通し
て開館することが出来た。平成27年下半
期からの耐震補強工事、災害復旧工事等
に伴う休館が続いたためである。賑わい
創出の春の催事にはじまり、市展・県
展・創作文華展の開催、年間10回の博物
館講座の実施、郷土刀展の企画と展示、
普及事業等、例年にも増して多彩な展示
活動及び普及活動に取り組んだ。

○トリエンナーレ美術賞が第10回の節目
を迎えた。前田寬治大賞の認知度は年を
追って増している。若手洋画家の育成の
場としても期待が大きい。10回展を一つ
の区切りとし、県立美術館の整備に伴
い、今後の事業の進め方を協議していく
ことが求められて来る。

○開館45年を迎え施設の老朽化が著し
い。例年どおり鑑賞環境の整備に務め
た。
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14
豊かな心を育む
図書館づくりの
推進

Ｂ

○県、市、他の図書館、商工会議所など
と協力し合い話題性のある展示を実施し
た。

○読み聞かせの普及に効果があるブック
スタートや小中学校と連携した絵本作家
講演会は好評で、来年度以降も継続して
実施し読書活動の啓発に役立てたい。　　

○３回目の全国公募となった山上憶良短
歌募集事業は昨年度以上の応募があり、
県外からの応募が地元を上回るなど次第
に全国大会の様相が整いつつある。今年
度も全国・海外の方に倉吉の元気をＰＲ
することができた。

18



６ 教育委員会の主な動向

(1) 教育長・教育委員の在任状況

（Ｈ３１．３．３１現在）

①委員の異動（市長が任命）

平成３０年３月３１日をもって福井伸一郎教育長が辞職され、同年４月２日付けで新たに小

椋博幸氏が教育長として任命され、同年１０月３日付けで再任された。

②教育長職務代理者の異動（教育長が指名）

仲田優子教育長職務代理者の辞任により、福井 真喜代委員が職務代理者に指名された。

(2) 教育委員会の会議

（Ｈ３０．４．１～Ｈ３１．３．３１）

(3) 教育委員会の開催状況

４月２５日第５回定例会

５月３０日第６回定例会

６月２８日第７回定例会

職 名 氏 名 年齢 就任年月日 任 期 保護者

教育長 小椋 博幸 ６０ H30.10. 3 H33.10. 2

教育長職務代理者 福井 真喜代 ６６ H30.10. 8 H34.10. 7

委 員 仲田 優子 ５８ H28.10. 5 H31.10. 4 ○

委 員 田民 義和 ６１ H28.10. 5 H32.10. 4

委 員 髙橋 義博 ５６ H30. 1. 1 H33.12.31

会議名 回数 備 考

教育委員会 １４ 議案２７件、協議事項１２件、報告事項２０３件

議 案（ ３件） 議案第１４号 平成30年度教育費補正予算について

議案第１５号 倉吉市地域学校委員会委員の任命について

議案第１６号 鳥取県中部地区教科用図書採択協議会の倉吉市教育委員

会が選出する採択協議会委員の承認について

協議事項（ ２件） 平成29年度倉吉市の重点施策の実績及び評価について

平成30年度倉吉市の重点施策に基づく実施計画について

報告事項（１５件） 教育長報告ほか１４件

議 案（ ２件） 議案第１７号 倉吉市教育行政の点検及び評価について

議案第１８号 平成30年度教育費補正予算について

協議事項（ ２件） 倉吉市安全衛生推進協議会について

倉吉市立小・中学校適正配置について

報告事項（１３件） 教育長報告ほか１２件

報告事項（１７件） 教育長報告ほか１６件
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７月３０日第８回定例会

８月２４日第９回定例会

９月２５日第１０回定例会

１０月２９日第１１回定例会

１１月２８日第１２回定例会

１２月 ６日第１３回臨時会

１２月２６日第１４回定例会

１月２４日第１回定例会

協議事項（ １件） 広瀬分校について

報告事項（２０件） 教育長報告ほか１９件

議 案（ ２件） 議案第１９号 平成31年度から使用する小学校教科用図書（「特別の教科

道徳」を除く）及び中学校教科用図書（「特別の教科道徳」）

の採択について

議案第２０号 平成30年度教育費補正予算について

報告事項（２２件） 教育長報告ほか２１件

協議事項（ １件） 土曜授業について

報告事項（１３件） 教育長報告ほか１２件

協議事項（ １件） 平成30年度倉吉市教育委員会重点施策に基づく実施計画の進捗状況につ

いて

報告事項（１９件） 教育長報告ほか１８件

議 案（ ５件） 議案第２１号 平成30年度教育費補正予算について

議案第２２号 倉吉市公民館の指定管理者の指定について

議案第２３号 倉吉市体育施設の指定管理者の指定について

議案第２４号 倉吉市関金農林漁業者等健康増進施設の指定管理者の指

定について

議案第２５号 市立中学校教職員の処分について

協議事項（ ２件） 土曜授業の実施について

お盆の閉庁日設定について

報告事項（１９件） 教育長報告ほか１８件

議 案（ １件） 議案第２６号 平成 30 年度教育費補正予算について

議 案（ １件） 議案第２７号 平成30年度末倉吉市学校教職員人事異動方針について

協議事項（ ２件） 土曜授業について

夏季休業中における緩やかな閉庁について

報告事項（１３件） 教育長報告ほか１２件

議 案（ ３件） 議案第１号 平成29年度教育費補正予算について

議案第２号 平成30年度教育委員会主要事業について

議案第３号 教育費当初予算について
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２月２０日第２回定例会

３月１２日第３回臨時会

３月２６日第４回定例会

(4) 総合教育会議の開催状況

５月３０日第１回総合教育会議

１２月２６日第２回総合教育会議

(5) 計画訪問・意見交換会・諸行事への参加

① 学校計画訪問

議案第４号 市立小学校教職員の処分について

協議事項（ １件） 平成30年度倉吉市教育委員会表彰について

報告事項（１４件） 教育長報告ほか１３件

議 案（ １件） 議案第５号 消費税法の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例の

制定について

協議事項（ ２件） 平成31年度倉吉市の教育方針と重点施策（案）について

小学校適正配置協議会設置要綱について

報告事項（ １３件） 教育長報告ほか１２件

議 案（ １件） 議案第６号 平成30年度末倉吉市学校教職員人事異動について

報告事項（ １件） 報告１件

議 案（ ６件） 議案第７号 平成31年度倉吉市の教育方針と重点施策について

議案第８号 学校医・学校歯科医及び学校薬剤師の委嘱について

議案第９号 倉吉市地域学校委員会委員の任命について

議案第１０号 倉吉市立小学校及び中学校管理規則の一部改正について

議案第１１号 倉吉市立中学校部活動指導員に関する規則の制定について

議案第１２号 倉吉交流プラザの管理及び運営に関する規則の一部改正

について

報告事項（２０件） 教育長報告ほか１９件

報告事項（ １件） 平成29年度倉吉市教育行政の点検及び評価について

協議事項（ ２件） 平成30年度倉吉市教育委員会の重点施策に基づく実施計画について

英語教育の取り組みについて

協議事項（ ３件） プログラミング教育の取り組みについて

いじめと不登校問題の現状について

ＩＣＴの整備計画について

H30. 6.29 北谷小学校計画訪問 H30.11. 7 関金小学校計画訪問

H30. 7. 5 東中学校計画訪問 H30.11.13 小鴨小学校計画訪問

H30.10. 3 明倫小学校計画訪問 H30.11.20 上北条小学校計画訪問

H30.10.22 河北中学校計画訪問 H30.11.26 灘手小学校計画訪問

H30.10.31 上灘小学校計画訪問
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② 公民館計画訪問

③ 意見交換会

④ 諸行事への出席

H30.10.10 上井公民館計画訪問 H30.10.22 関金公民館計画訪問

H30.10.11 上北条公民館計画訪問 H30.10.23 灘手公民館計画訪問

H30.10.11 北谷公民館計画訪問 H30.10.23 明倫公民館計画訪問

H30.10.15 社公民館計画訪問 H30.10.24 西郷公民館計画訪問

H30.10.16 上小鴨公民館計画訪問 H30.10.24 小鴨公民館計画訪問

H30.10.17 成徳公民館計画訪問 H30.10.25 上灘公民館計画訪問

H30.10.18 高城公民館計画訪問

H30.11. 6 倉吉市小学校PTA連合会と教育委員との意見交換会

H30. 4. 3 転入新教職員宣誓式

H30. 4.10 倉吉市立小中学校入学式

H30. 5.12 倉吉市小・中学生淀屋サミット

H30. 5.13 倉吉市小学校 PTA 連合会総会、倉吉市中学校・養護学校 PTA 連合会総会

H30. 6.10 第64回倉吉市美術展覧会開会式

H30.6.13～

H30.6.14
小中学校一斉公開

H30. 6.24 倉吉市美術展覧会表彰式

H30. 7. 9 鳥取県市町村教育委員会研究協議会 定期総会並びに研究大会

H30. 8. 4 鳥取県の郷土刀展開会式

H30. 7.31 市町村教育委員会委員研修会

H30.10. 6 南部忠平杯第 33回くらよし女子駅伝・第 37 回日本海駅伝競走大会開会式

H30.12. 8 菜の花プロジェクト報告会

H30.12.21 倉吉市公民館研究大会

H30.12.24 倉吉ハイスクールフォーラム 2018

H31. 1. 3 平成 31年倉吉市成人式

H31. 2. 2 学校給食週間事業児童生徒作品展表彰式

H31. 2.17 倉吉市体育協会スポーツ表彰式、日本海新聞ふるさと大賞表彰式

H31. 2.21 打吹公園だんご教育奨励賞・倉吉市教育委員会表彰 表彰式

H31. 2.24 第 63 回倉吉文芸表彰式

H31. 3.11 中学校卒業式

H31. 3.16 山上憶良短歌賞表彰式

H31. 3.19 小学校卒業式

H31. 3.24 第 42 回倉吉市創作文華展表彰式
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